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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリックス状に画素を配置してなる表示部と、
　前記表示部の画素をゲート線により順次選択する垂直駆動回路と、
　複数種類の色データによる画像データより駆動信号を生成して前記表示部の信号線に出
力する水平駆動回路とを備えるフラットディスプレイ装置において、
　前記水平駆動回路は、
　前記画像データを順次循環的にサンプリングして出力するラッチ回路と、
　分圧抵抗の直列回路により生成基準電圧を抵抗分圧して複数の基準電圧を生成する基準
電圧発生回路と、
　前記ラッチ回路から出力される前記画像データに基づいて前記複数の基準電圧から１つ
の基準電圧を選択して前記駆動信号を生成する複数の基準電圧セレクタとを有し、
　前記複数種類の色データのうちの少なくとも２種類の色データについては、
　前記基準電圧セレクタから出力される駆動信号を切り換えて出力することにより、時分
割により複数の信号線を駆動し、
　前記駆動信号の切り換え出力に連動して、前記直列回路の一部の分圧抵抗を切り換えて
前記基準電圧を切り換え、
　前記直列回路は、
　前記直列回路の最も階調の高い側の分圧抵抗から複数の分圧抵抗に、前記基準電圧の切
り換え出力用のタップと、前記タップを選択して対応する前記基準電圧を切り換える高階
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調側のスイッチ回路とが設けられ、
　前記直列回路の最も階調の低い側の分圧抵抗に、並列抵抗を接続する低階調側のスイッ
チ回路が設けられ、
　前記直列回路の一部の分圧抵抗の切り換えが、前記低階調側及び前記高階調側のスイッ
チ回路の制御による切り換えである
　ことを特徴とするフラットディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記複数種類の色データが、赤色、緑色及び青色の色データによる３種類の色データで
あり、
　前記水平駆動回路は、
　前記３色の色データで、前記基準電圧セレクタから出力される駆動信号を切り換えて出
力する
　ことを特徴とする請求項１に記載のフラットディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記複数種類の色データが、赤色、緑色及び青色の色データによる３種類の色データで
あり、
　前記水平駆動回路は、
　前記３種類の色データのうちの２種類の色データで、前記基準電圧セレクタから出力さ
れる駆動信号を切り換えて出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載のフラットディスプレイ装置。
【請求項４】
　少なくとも前記表示部と、前記垂直駆動回路と、前記水平駆動回路とが絶縁基板上に一
体に形成された
　ことを特徴とする請求項１に記載のフラットディスプレイ装置。
【請求項５】
　分圧抵抗の直列回路により生成基準電圧を抵抗分圧して複数の基準電圧を生成し、前記
複数の基準電圧を選択して駆動信号を生成し、前記駆動信号によりマトリックス状に画素
を配置した表示部を駆動するフラットディスプレイ装置の駆動方法において、
　前記表示部の複数の信号線に前記駆動信号を切り換えて出力することにより、前記複数
の信号線を時分割により駆動し、
　前記駆動信号の切り換え出力に連動して、前記直列回路の一部の分圧抵抗を切り換えて
前記基準電圧を切り換え、
　前記直列回路は、
　前記直列回路の最も階調の高い側の分圧抵抗から複数の分圧抵抗に、前記基準電圧の切
り換え出力用のタップと、前記タップを選択して対応する前記基準電圧を切り換える高階
調側のスイッチ回路とが設けられ、
　前記直列回路の最も階調の低い側の分圧抵抗に、並列抵抗を接続する低階調側のスイッ
チ回路が設けられ、
　前記直列回路の一部の分圧抵抗の切り換えが、前記低階調側及び前記高階調側のスイッ
チ回路の制御による切り換えである
　ことを特徴とするフラットディスプレイ装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フラットディスプレイ装置及びフラットディスプレイ装置の駆動方法に関し
、例えば液晶表示装置に適用することができる。本発明は、時分割により複数の信号線を
駆動するようにして、これに連動して基準電圧の生成に供する一部分圧抵抗を切り換える
ことにより、チップ面積の増大、消費電力の増大を有効に回避しつつ、従来に比してホワ
イトバランスの精度を向上する。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、例えばＰＤＡ、携帯電話等の携帯端末装置に適用されるフラットディスプレイ装
置である液晶表示装置は、複数系統の基準電圧を画像データに応じて選択することにより
各信号線の駆動信号を生成するように構成されている。
【０００３】
　すなわち図１２に示すように、液晶表示装置１は、液晶セル２、この液晶セル２のスイ
ッチング素子であるポリシリコンＴＦＴ（Thin Film Transistor；薄膜トランジスタ）３
、保持容量により各画素Ｐが形成され、この画素Ｐをマトリックス状に配置して表示部４
が形成される。表示部４は、例えばストライプ方式により、各画素Ｐに、順次循環的に赤
色、緑色、青色のカラーフィルタが設けられる。液晶表示装置１は、この表示部４を形成
する各画素Ｐが、信号線（列線）ＳＩＧ及びゲート線（行線）Ｇによりそれぞれ水平駆動
回路５及び垂直駆動回路６に接続され、垂直駆動回路６により順次ライン単位で画素Ｐを
選択すると共に、水平駆動回路５からの駆動信号により各信号線ＳＩＧを駆動し、これに
より各画素Ｐの階調を設定する。
【０００４】
　このため垂直駆動回路６は、図示しないタイミングジェネレータから出力される各種動
作基準信号の処理により、表示に供する画像データＤ１（ＤＲ、ＤＧ、ＤＢ）に同期して
、表示部４のゲート線Ｇに選択信号を出力し、これにより順次ライン単位で画素Ｐを選択
する。
【０００５】
　水平駆動回路５は、例えばラスタ走査の順序により赤色、緑色、青色の色データＤＲ、
ＤＧ、ＤＢによる画像データＤ１が入力され、ラッチ回路（ＳＬ）８によりこれら画像デ
ータＤ１を順次循環的にサンプリングして出力し、これによりこれら画像データＤ１を対
応する信号線ＳＩＧに振り分ける。また水平駆動回路５は、基準電圧発生回路１０により
所定の生成基準電圧を抵抗分圧して複数系統の基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を生成し、各信号線
ＳＩＧに設けられた基準電圧セレクタ９によりそれぞれラッチ回路８から出力される画像
データに応じて複数系統の基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を選択する。これにより水平駆動回路５
は、画像データＤ１をディジタルアナログ変換処理して駆動信号を生成し、各信号線ＳＩ
Ｇに設けられたバッファ回路１１により対応する信号線ＳＩＧに出力する。
【０００６】
　従来の液晶表示装置１は、赤色、緑色、青色の画像データＤ１（ＤＲ、ＤＧ、ＤＢ）で
、基準電圧発生回路１０を共通化することにより、全体構成を簡略化するようになされて
いる。
【０００７】
　ところで図１３に示すように、液晶表示パネルは、印加電圧に対する透過率の変化が、
赤色、緑色、青色の画素Ｒ、Ｇ、Ｂで微妙に異なることを避け得ず、これにより図１４に
示すように、透過率１００〔％〕で完全にホワイトバランスが取れているにもかかわらず
、中間階調でホワイトバランスがずれてしまう。また白色の発光ダイオードによるバック
ライトにあっては、色温度のばらつきを避け得ず、これによりこの種のバックライトによ
る場合には、透過率１００〔％〕でもホワイトバランスが製品間で微妙に変化する。
【０００８】
　これらにより従来の液晶表示装置は、ホワイトバランスの精度に関して、実用上未だ不
十分な問題があった。
【０００９】
　この問題を解決する１つの方法として、赤色、緑色、青色の画像データＤ１（ＤＲ、Ｄ
Ｇ、ＤＢ）に、それぞれ専用の基準電圧発生回路を設ける方法が考えられる。しかしなが
らこの方法の場合、それぞれ専用の基準電圧発生回路を設ける分、基準電圧発生回路のレ
イアウトに供するチップ面積が増大する。また各基準電圧発生回路で生成した３系統の基
準電圧を対応する基準電圧セレクタに導かなければならないことにより、基準電圧の配線
に供するチップ面積も増大する。これによりこの方法の場合、狭額縁化することが困難に
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なり、消費電力も増大する。
【００１０】
　なおこの場合に、基準電圧の配線については、時分割で各色に割り当てることにより、
１系統で構成してチップ面積の増大を防止することができる。しかしながらこの方法の場
合、配線の割り当てを時分割で切り換える構成の分、却ってチップ面積が増大し、さらに
は消費電力が増大する。
【００１１】
　これに対して例えば特開２００３－３３３８６３号公報に開示のように、画像データの
論理値を各色で補正することにより、このようなホワイトバランスの乱れを補正する方法
も考えられる。しかしながらこの方法の場合、倫理値の補正に供する構成が増大すること
により、その分、回路面積が増大し、また消費電力が増大する。また最終的に、基準電圧
Ｖ０～Ｖ６３の分解能以下の精度には、ホワイトバランスを補正することが困難であり、
さらにはいわゆる階調落ちにより画質も劣化する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
  本発明は以上の点を考慮してなされたもので、チップ面積の増大、消費電力の増大を有
効に回避しつつ、従来に比してホワイトバランスの精度を向上することができるフラット
ディスプレイ装置及びフラットディスプレイ装置の駆動方法を提案しようとするものであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　かかる課題を解決するため請求項１の発明においては、フラットディスプレイ装置に適
用して、水平駆動回路は、複数種類の色データのうちの少なくとも２種類の色データにつ
いては、基準電圧セレクタから出力される駆動信号を切り換えて出力することにより、時
分割により複数の信号線を駆動し、駆動信号の切り換え出力に連動して、直列回路の一部
の分圧抵抗を切り換えて基準電圧を切り換える。ここで直列回路は、前記直列回路の最も
階調の高い側の分圧抵抗から複数の分圧抵抗に、基準電圧の切り換え出力用のタップと、
タップを選択して対応する基準電圧を切り換える高階調側のスイッチ回路とが設けられ、
前記直列回路の最も階調の低い側の分圧抵抗に、並列抵抗を接続する低階調側のスイッチ
回路が設けられ、直列回路の一部の分圧抵抗の切り換えが、低階調側及び高階調側のスイ
ッチ回路の制御による切り換えであるようにする。
【００１４】
　また請求項５の発明においては、フラットディスプレイ装置の駆動方法に適用して、表
示部の複数の信号線に駆動信号を切り換えて出力することにより、複数の信号線を時分割
により駆動し、駆動信号の切り換え出力に連動して、直列回路の一部の分圧抵抗を切り換
えて基準電圧を切り換える。ここで直列回路は、前記直列回路の最も階調の高い側の分圧
抵抗から複数の分圧抵抗に、基準電圧の切り換え出力用のタップと、タップを選択して対
応する基準電圧を切り換える高階調側のスイッチ回路とが設けられ、前記直列回路の最も
階調の低い側の分圧抵抗に、並列抵抗を接続する低階調側のスイッチ回路が設けられ、直
列回路の一部の分圧抵抗の切り換えが、低階調側及び高階調側のスイッチ回路の制御によ
る切り換えであるようにする。
                                                                                
【００１５】
　請求項１の構成により、フラットディスプレイ装置に適用して、水平駆動回路は、複数
種類の色データのうちの少なくとも２種類の色データについては、基準電圧セレクタから
出力される駆動信号を切り換えて出力することにより、時分割により複数の信号線を駆動
し、駆動信号の切り換え出力に連動して、直列回路の一部の分圧抵抗を切り換えて基準電
圧を切り換えるようにすれば、単なる分圧抵抗の切り換えにより、例えば各色でそれぞれ
基準電圧を切り換えてホワイトバランスを設定することができ、これによりチップ面積の
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増大、消費電力の増大を有効に回避しつつ、従来に比してホワイトバランスの精度を向上
することができる。
【００１６】
　これにより請求項９の構成によれば、チップ面積の増大、消費電力の増大を有効に回避
しつつ、従来に比してホワイトバランスの精度を向上することができるフラットディスプ
レイ装置の駆動方法を提供することができる。
【発明の効果】
【００１７】
  本発明によれば、チップ面積の増大、消費電力の増大を有効に回避しつつ、従来に比し
てホワイトバランスの精度を向上することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施例を詳述する。
【実施例１】
【００１９】
　（１）実施例の構成
　図２は、本発明の実施例に係る液晶表示装置を示すブロック図である。この液晶表示装
置２１は、赤色、緑色、青色の色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢによるカラー画像を表示部４に
表示する。なおこの実施例１に係る液晶表示装置２１において、図１１について上述した
液晶表示装置１と同一の構成は、対応する符号を付して示し、重複した説明は省略する。
　　　
【００２０】
　すなわちこの液晶表示装置２１は、水平方向に、青色、緑色、赤色の画素Ｂ、Ｇ、Ｒを
順次循環的に繰り返したストライプ方式により表示部４が形成され、これによりこれら水
平方向に連続する青色、緑色、赤色の画素Ｂ、Ｇ、Ｒを１組とした複数組の画素により表
示部４が形成される。この液晶表示装置２１では、これら赤色、緑色、青色の画素Ｒ、Ｇ
、Ｂの階調を指示する各６ビットの色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢがラスタ走査の順序により
データ出力回路２０に入力される。
【００２１】
　ここでデータ出力回路２０は、ライン単位で、青色、緑色、赤色の色データＤＢ、ＤＧ
、ＤＲを時分割多重化して出力する。具体的に、データ出力回路２０は、図３に示すよう
に、１水平走査期間を３つの期間で区切って、先頭の区間では、この水平走査期間の青色
の色データＤＢが連続するように、また続く区間では、この水平走査期間の緑色の色デー
タＤＧが連続するように、さらに最後の区間ではこの水平走査期間の赤色の色データＤＲ
が連続するように、画像データＤ２を時分割多重化して出力する。
【００２２】
　水平駆動回路２５は、この画像データＤ２における色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢの時分割
多重化に対応して、赤色、緑色、青色の画素Ｒ、Ｇ、Ｂに接続された信号線ＳＩＧを順次
時分割により駆動する。すなわち水平駆動回路２５において、ラッチ回路２８は、画像デ
ータＤ２を順次循環的にサンプリングして出力することにより、順次入力される画像デー
タＤ２を各組の信号線ＳＩＧに振り分けて出力する。
【００２３】
　基準電圧セレクタ２９は、このラッチ回路２８から出力される画像データＤ２により基
準電圧発生回路３０から出力される基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を選択して出力することにより
、赤色、緑色、青色の画素Ｒ、Ｇ、Ｂに係る駆動信号の時分割多重化による駆動信号を生
成して出力する。
【００２４】
　駆動信号用セレクタ３１は、基準電圧セレクタ２９から出力される駆動信号を、それぞ
れ各組の赤色、緑色、青色の画素Ｒ、Ｇ、Ｂに係る信号線ＳＩＧに切り換えて出力する。
これによりこの水平駆動回路２５は、１つの基準電圧発生回路３０から出力される基準電



(6) JP 4099671 B2 2008.6.11

10

20

30

40

50

圧Ｖ０～Ｖ６３を赤色、緑色、青色の画素データＤＲ、ＤＧ、ＤＢにより順次選択して対
応する画素Ｒ、Ｇ、Ｂの階調を設定する。
【００２５】
　しかしてこの実施例１においては、基準電圧発生回路３０により基準電圧Ｖ０～Ｖ６３
を生成し、これら基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を各色毎で切り換える。
【００２６】
　すなわち図１は、この基準電圧発生回路３０の構成を示すブロック図である。基準電圧
発生回路３０は、分圧抵抗Ｒ０～Ｒ６３の直列回路３２により生成基準電圧ＶＡ、ＶＢを
抵抗分圧して複数の基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を生成する。この実施例において液晶表示装置
２１は、いわゆるライン反転により表示部４を駆動し、このため基準電圧発生回路３０で
は、スイッチ回路３３、３４により、１水平走査期間毎に、この生成基準電圧ＶＡ、ＶＢ
の極性を切り換える。
【００２７】
　すなわち図３に示すように、スイッチ回路３３は、１水平走査期間毎に論理値が反転す
る切り換え信号ＦＲＰ（図３（Ａ））により相補的にオンオフ状態に切り換わるスイッチ
回路３３Ａ及び３３Ｂの一端をそれぞれ原基準電圧ＶＣＣ及びグランドラインに接続し、
これらスイッチ回路３３Ａ及び３３Ｂの他端より生成基準電圧ＶＡを出力する（図３（Ｂ
））。またスイッチ回路３４は、切り換え信号ＦＲＰにより相補的にオンオフ状態に切り
換わるスイッチ回路３４Ａ及び３４Ｂの一端をそれぞれグランドライン及び原基準電圧Ｖ
ＣＣに接続し、これらスイッチ回路３４Ａ及び３４Ｂの他端より生成基準電圧ＶＢを出力
する（図３（Ｃ））。
【００２８】
　直列回路３２は、複数の分圧抵抗Ｒ０～Ｒ６３が直列に接続されて形成され、両端に生
成基準電圧ＶＡ及びＶＢが入力される。直列回路３２は、これら分圧抵抗Ｒ０～Ｒ６３の
一部抵抗の切り換えにより、基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を各色で切り換える。
【００２９】
　すなわち直列回路３２は、基準電圧Ｖ０～Ｖ６３の数の分だけ分圧抵抗Ｒ０～Ｒ６３が
設けられ、最も階調の低い側の基準電圧Ｖ０にあっては、スイッチ回路３４から出力され
る生成基準電圧ＶＢをそのまま出力する。また最も階調の高い側の基準電圧Ｖ６３にあっ
ては、分圧抵抗Ｒ０～Ｒ６３により分圧された電圧を出力する。
【００３０】
　また直列回路３２は、この最も階調の低い側の抵抗Ｒ０の抵抗値を切り換え、これによ
り階調が最も低い基準電圧Ｖ０に対して他の基準電圧Ｖ１～Ｖ６３を変化させて、ガンマ
値を変化させる。具体的に直列回路３２は、この最も階調の低い側の抵抗Ｒ０が、抵抗Ｒ
０Ａと、それぞれスイッチ回路３５Ａ及び３５Ｂによりこの抵抗Ｒ０Ａに並列接続される
抵抗Ｒ０Ｂ及びＲ０Ｃとにより形成され、これによりスイッチ回路３５Ａ、３５Ｂのオン
オフ制御により抵抗Ｒ０の抵抗値を切り換える。
【００３１】
　直列回路３２は、これらスイッチ回路３５Ａ、３５Ｂが、所定の制御信号により色デー
タの多重化処理に対応して、図３（Ｄ１）及び（Ｄ２）に示すように、若しくは図３（Ｅ
１）及び（Ｅ２）に示すように、オンオフ制御され、これにより画像データＤ２における
色データの切り換えに連動して、基準電圧Ｖ０以外の基準電圧Ｖ１～Ｖ６３を切り換える
。なおこの図３（Ｄ１）及び（Ｄ２）の例は、それぞれ青色及び緑色の色データＤＢ及び
ＤＧを出力する期間で、それぞれスイッチ回路３５Ａ及び３５Ｂをオン状態に設定する場
合であり、図３（Ｅ１）及び（Ｅ２）の例は、青色の色データＤＢを出力する期間で、ス
イッチ回路３５Ａ及び３５Ｂを共にオン状態に設定し、緑色の色データＤＧを出力する期
間では、スイッチ回路３５Ａのみオン状態に設定する場合である。
【００３２】
　液晶表示装置２１では、図示しないコントローラの制御により、このスイッチ回路３５
Ａ、３５Ｂのオンオフ制御が事前の設定により実行され、これにより図４により示すよう
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に、赤色のガンマ値に近づくように青色及び緑色のガンマ値を補正し、中間階調における
ホワイトバランスの精度を向上する。
【００３３】
　さらに直列回路３２は、階調の高い側より１０階調分の基準電圧Ｖ５４～Ｖ６３に係る
分圧抵抗Ｒ５４～Ｒ６３にタップが設けられ、選択回路３６Ａ～３６Ｊによりそれぞれタ
ップを選択して基準電圧Ｖ５４～Ｖ６３を出力する。直列回路３２は、色データの多重化
処理に対応してこれら選択回路３６Ａ～３６Ｊが所定の接点を選択するように制御され、
これにより画像データＤ２における色データの切り換えに連動して、階調が高い側の基準
電圧Ｖ５４～Ｖ６３を切り換える。これによりこの実施例においては、図５により示すよ
うに、全体として６４階調による表示部４の階調のうちの５４階調以上で、ホワイトバラ
ンスを種々に調整できるようになされている。なおこの図５に示す特性は、それぞれ最も
高い階調で透過率が１００〔％〕、９５〔％〕、９０〔％〕、８５〔％〕、８０〔％〕と
なるように基準電圧Ｖ５４～Ｖ６３を設定した例を示すものである。
【００３４】
　この実施例において、選択回路３６Ａ～３６Ｊは、図示しないコントローラの制御によ
り、各色で、それぞれこのコントローラに設定された補正データで決まる接点を選択する
ように制御される。液晶表示装置２１では、この補正データが工場出荷時の調整作業によ
り、バックライトの色温度のばらつきを補正するように設定される。なお液晶表示装置２
１では、このバックライトの一次光源が白色発光ダイオードにより形成される。これによ
り液晶表示装置２１では、バックライトの色温度のばらつきを補正して、ホワイトバラン
スの精度を向上する。
【００３５】
　しかして図６は、この色温度の補正範囲の例を示す特性曲線図であり、最も階調が高い
側で、青色の輝度を１００～８０〔％〕の範囲で変化させ、緑色及び赤色の輝度をそれぞ
れ１００～９３〔％〕、１００～８０〔％〕の範囲で変化させた場合の補正範囲である。
なおこの特性曲線図上で表した場合、白色発光ダイオードの色温度のばらつきは、右上か
ら左下であり、これによりこの図６に示す補正範囲の例にあっては、白色発光ダイオード
の色温度のばらつきを広い範囲で補正できることが判る。なおこのようにして色温度のば
らつきを補正する場合、その分、輝度レベルが低下することになるが、実際上、この輝度
レベルの低下は計算上９〔％〕程度である。また白色発光ダイオードにおいて、大きく色
温度を補正することが必要なものは、発光色が黄色のものであり、このような発光色が黄
色のものは、輝度が高い特徴がある。これによりこのようにして色温度のばらつきを補正
するようにしても、輝度レベルの低下を実用上十分な範囲に留めることができる。
【００３６】
　この実施例において、液晶表示装置２１は、水平駆動回路２５、垂直駆動回路６が、表
示部４を形成する絶縁基板であるガラス基板上に、表示部４と一体に、表示部４の周囲に
配置されて保持され、これによりいわゆる狭額縁により形成されるようになされている。
　　　
【００３７】
　（２）実施例の動作
　以上の構成において、この液晶表示装置２１では、赤色、緑色、青色の色データＤＲ、
ＤＧ、ＤＢによる画像データに同期して、垂直駆動回路６により表示部４の画素がライン
単位で順次選択され、水平駆動回路２５により画像データに応じて各信号線ＳＩＧが駆動
され、これにより画像データによるカラー画像が表示部４で表示される。
【００３８】
　この液晶表示装置２１では、これら赤色、緑色、青色の色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢによ
る画像データが、事前に、データ出力回路２０に入力され、ここでライン単位で時分割多
重化処理されて画像データＤ２により水平駆動回路２５に入力される。水平駆動回路２５
において、この画像データＤ２は、ラッチ回路２８により順次循環的にサンプリングされ
て対応する信号線ＳＩＧに振り分けられ、それぞれ基準電圧セレクタ２９において、この
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振り分けられた画像データＤ２により基準電圧Ｖ０～Ｖ６３が選択されて各信号線ＳＩＧ
の駆動信号が生成される。またこの駆動信号が駆動信号用セレクタ３１により対応する信
号線ＳＩＧに振り分けられ、これらにより各色の画素を時分割により駆動してカラー画像
が表示される。
【００３９】
　液晶表示装置２１では、このようにして各色の信号線ＳＩＧを時分割により駆動するよ
うにして、基準電圧発生回路３０により、色データの切り換えに連動して基準電圧Ｖ０～
Ｖ６３が切り換えられる。これによりこの実施例においては、各色毎に基準電圧Ｖ０～Ｖ
６３を設定することができ、従来に比してホワイトバランスの精度を向上することができ
る。
【００４０】
　この実施例においては、生成基準電圧ＶＡ及びＶＢを分圧抵抗Ｒ０～Ｒ６３により分圧
して基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を生成するようにして、これら基準電圧Ｖ０～Ｖ６３の切り換
えが、これら分圧抵抗Ｒ０～Ｒ６３の一部抵抗Ｒ０、Ｒ５４～Ｒ６３の切り換えにより実
行される。これにより基準電圧発生回路を各色毎に設ける場合に比して、小さなチップ面
積により消費電力の増大を有効に回避して、ホワイトバランスの精度を向上することがで
きる。また画像データの補正によりホワイトバランスを補正する場合に比して、簡易な構
成により精度を向上することができ、また階調落ちによる画質劣化も有効に回避すること
ができる。
【００４１】
　具体的に、この実施例においては、分圧抵抗Ｒ０～Ｒ６３のうち、最も階調の低い側の
抵抗Ｒ０について、各色毎に、抵抗値を切り換えることにより、基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を
切り換え、これにより中間階調におけるホワイトバランスの乱れが防止される。また分圧
抵抗Ｒ０～Ｒ６３のうち、階調の高い側の分圧抵抗Ｒ５４～Ｒ６３について、タップの切
り換えによりこれら階調の高い側の基準電圧Ｖ５４～Ｖ６３だけ切り換え、これにより高
輝度側だけで各色の階調を補正してバックライトにおける色温度のばらつきが補正される
。これらによりこの実施例では、中間階調におけるホワイトバランスの乱れを防止し、ま
たバックライトのばらつきによるホワイトバランスの乱れを防止し、従来に比して格段的
にホワイトバランスの精度を向上するようになされている。
【００４２】
　（３）実施例の効果
　以上の構成によれば、時分割により複数の信号線を駆動するようにして、これに連動し
て基準電圧Ｖ０～Ｖ６３の生成に供する一部分圧抵抗Ｒ０、Ｒ５４～６３を切り換えるこ
とにより、チップ面積の増大、消費電力の増大を有効に回避しつつ、従来に比してホワイ
トバランスの精度を向上することができる。
【００４３】
　具体的に、赤色、緑色及び青色の色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢをライン単位で時分割多重
化し、基準電圧セレクタ２９の出力信号を、赤色、緑色及び青色の画素に係る信号線ＳＩ
Ｇに順次循環的に切り換えて出力するようにして、これら３種類の色データで一部分圧抵
抗Ｒ０、Ｒ５４～６３を切り換えることにより、これら３種類の色データ間でホワイトバ
ランスの精度を向上することができる。
【００４４】
　またこの分圧抵抗の切り換えが、階調の最も低い側の分圧抵抗Ｒ０の抵抗値の切り換え
であることにより、中間階調におけるホワイトバランスの精度を向上することができる。
　　　
【００４５】
　またこの分圧抵抗の切り換えによる基準電圧の切り換えが、タップの切り換えによる階
調の高い側の複数の基準電圧Ｖ５４～Ｖ６３の切り換えであることにより、バックライト
のばらつきを補正してホワイトバランスの精度を向上することができる。
【実施例２】
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【００４６】
　図７は、本発明の実施例２に係る液晶表示装置を示すブロック図である。この液晶表示
装置４１において、図２について上述した液晶表示装置２１と同一の構成は対応する符号
を付して示し、重複した説明は省略する。
【００４７】
　この液晶表示装置４１において、データ出力回路４０は、赤色、緑色、青色の色データ
ＤＲ、ＤＧ、ＤＢを同時並列的に入力し、これらのうちの赤色及び青色の色データＤＲ及
びＤＢをライン単位で時分割多重化して画像データＤ３により出力する。また残りの色デ
ータＤＧによる画像データについては、ラスタ走査の順序により出力する。
【００４８】
　液晶表示装置４１において、水平駆動回路は、赤色、青色用駆動回路４５Ａと、緑色用
駆動回路４５Ｂとにより構成され、赤色、青色用駆動回路４５Ａは、赤色及び青色の色デ
ータＤＲ及びＤＢによる画像データＤ３により対応する赤色及び青色の画素に係る駆動信
号を出力する。これに対して緑色用駆動回路４５Ｂは、緑色の色データＤＧによる画像デ
ータにより緑色の画素に係る駆動信号を出力する。
【００４９】
　すなわち赤色、青色用駆動回路４５Ａにおいて、ラッチ回路５８は、画像データＤ３を
順次サンプリングして出力することにより、画像データを各信号線ＳＩＧの系統に振り分
けて出力し、基準電圧セレクタ５９は、このラッチ回路５８から出力される画像データに
より基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を選択して駆動信号を出力し、駆動信号用セレクタ６２は、こ
の駆動信号を赤色及び青色の画素に係る信号線ＳＩＧに振り分けて出力する。基準電圧発
生回路６０は、分圧抵抗により生成基準電圧を分圧して基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を生成して
出力し、実施例１について上述した基準電圧発生回路３０と同様に、この基準電圧Ｖ０～
Ｖ６３を赤色及び青色で切り換える。
【００５０】
　これに対して緑色用駆動回路４５Ｂは、内蔵のラッチ回路により画像データＤ３を順次
サンプリングして各信号線ＳＩＧの系統に振り分け、続く基準電圧セレクタにより基準電
圧Ｖ０～Ｖ６３を選択して駆動信号を生成する。またこの駆動信号により対応する信号線
ＳＩＧを駆動するようにして、内蔵の基準電圧発生回路により基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を生
成する。
【００５１】
　これらによりこの実施例においては、時分割による複数の信号線の駆動に連動して、一
部分圧抵抗の切り換えにより基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を切り換えるようにして、３種類の色
データのうちの２種類の色データをライン単位で時分割多重化し、この２種類の色データ
で基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を切り換えることにより、チップ面積の増大、消費電力の増大を
有効に回避しつつ、従来に比してホワイトバランスの精度を向上するようにして、全体の
動作速度を低下させ、これにより例えば低温ポリシリコンにより各部の能動素子を構成す
るようにして、確実にカラー画像を表示できるようになされている。
【００５２】
　またこのように３種類の色データのうちの２種類の色データをライン単位で時分割多重
化して、階調の最も低い側の分圧抵抗Ｒ０の抵抗値を切り換えることにより、中間階調に
おけるホワイトバランスの精度を向上することができる。
【００５３】
　またこのように３種類の色データのうちの２種類の色データをライン単位で時分割多重
化して、タップの切り換えにより基準電圧Ｖ５４～Ｖ６３を切り換えることにより、バッ
クライトのばらつきを補正してホワイトバランスの精度を向上することができる。
【実施例３】
【００５４】
　図８は、本発明の実施例３に係る液晶表示装置を示すブロック図である。この液晶表示
装置６１において、図２について上述した液晶表示装置２１と同一の構成は、対応する符
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号を付して示し、重複した説明は省略する。この液晶表示装置６１は、表示部４、垂直駆
動回路６、水平駆動回路６５がガラス基板上に一体に形成され、垂直駆動回路６、水平駆
動回路６５は、このガラス基板において表示部４の周囲に配置される。
【００５５】
　水平駆動回路６５は、赤色、緑色、青色の色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢを同時並列的に入
力し、内蔵のデータ出力回路２０により多重化処理してラッチ回路２８に出力する。ここ
でデータ出力回路２０は、例えばシリコン基板による半導体チップにより形成され、この
半導体チップが表示部４を構成するガラス基板に実装されて水平駆動回路６５に配置され
る。
【００５６】
　この実施例によれば、赤色、緑色、青色の色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢを時分割多重化し
て水平駆動回路により信号線ＳＩＧを駆動するようにして、この時分割多重化処理に供す
るデータ出力回路を水平駆動回路６５に内蔵したことにより、全体構成を一段と簡略化す
ることができる。
【実施例４】
【００５７】
　図９は、本発明の実施例４に係る液晶表示装置を示すブロック図である。この液晶表示
装置８１において、図７について上述した液晶表示装置４１と同一の構成は、対応する符
号を付して示し、重複した説明は省略する。この液晶表示装置８１は、表示部４、垂直駆
動回路６、水平駆動回路に係る赤色、青色用駆動回路８５Ａ及び緑色用駆動回路４５Ｂが
ガラス基板上に一体に形成され、垂直駆動回路６、水平駆動回路は、このガラス基板にお
いて表示部４の周囲に配置される。
【００５８】
　水平駆動回路６５は、赤色、緑色、青色の色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢを同時並列的に入
力し、内蔵のデータ出力回路２０により赤色、青色の色データＤＲ、ＤＢを多重化処理し
てラッチ回路５８に出力し、緑色の色データＤＧを緑色用駆動回路４５Ｂに出力する。こ
こでデータ出力回路４０は、例えばシリコン基板による半導体チップにより形成され、こ
の半導体チップが表示部４を構成するガラス基板に実装されて赤色、青色用駆動回路８５
Ａに配置される。
【００５９】
　この実施例によれば、赤色、青色の色データＤＲ、ＤＢを時分割多重化して信号線ＳＩ
Ｇを駆動するようにして、この時分割多重化処理に供するデータ出力回路を水平駆動回路
に内蔵したことにより、全体構成を一段と簡略化することができる。
【実施例５】
【００６０】
　図１０は、本発明の実施例５に係る液晶表示装置に適用される水平駆動回路を示すブロ
ック図である。この実施例に係る液晶表示装置は、図１について上述した液晶表示装置２
１において、データ出力回路２０、水平駆動回路２５に代えて、この水平駆動回路９５が
適用される。なお図１０に示す水平駆動回路９５において、図１について上述した水平駆
動回路２１と同一の構成は、対応する符号を付して示し、重複した説明は省略する。
【００６１】
　この水平駆動回路９５は、赤色、緑色、青色の色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢによる画像デ
ータを同時並列的に入力し、この画像データを対応する信号線ＳＩＧに振り分けた後、各
組で多重化処理する。またこの多重化処理による画像データにより各基準電圧セレクタ２
９で基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を選択して駆動信号を生成し、この駆動信号により各組の信号
線ＳＩＧを時分割により駆動する。またこのようにして時分割により信号線を駆動するよ
うにして、この時分割の処理に連動して基準電圧発生回路３０で基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を
切り換える。
【００６２】
　すなわちこの水平駆動回路９５は、このシフトレジスタ（ＳＲ）９６から出力されるサ
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ンプリングパルスＳＰにより対応するラッチ回路９７Ｒ、９７Ｇ、９７Ｂで赤色、緑色、
青色の色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢを同時にサンプリングして保持するように構成して、こ
のサンプリングパルスＳＰをシフトレジスタ９６により順次転送する。またラッチ回路９
７Ｒ、９７Ｇ、９７Ｂのラッチ結果をそれぞれラッチ回路（Ｒ）９８Ｒ、９８Ｇ、９８Ｂ
によりラッチして保持する。これにより水平駆動回路９５は、赤色、緑色、青色の色デー
タＤＲ、ＤＧ、ＤＢを対応する信号線ＳＩＧに振り分ける。
【００６３】
　また水平駆動回路９５は、それぞれスイッチ回路９９Ｒ、９９Ｇ、９９Ｂを介して、ラ
ッチ回路９８Ｒ、９８Ｇ、９８Ｂのラッチ結果を対応する基準電圧セレクタ２９に出力す
るようにして、制御信号ＳＥＬＲ、ＳＥＬＧ、ＳＥＬＢによりスイッチ回路９９Ｒ、９９
Ｇ、９９Ｂの接点を順次循環的にオン状態に切り換える。これにより水平駆動回路９５は
、赤色、緑色、青色の色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢを対応する信号線ＳＩＧに振り分けた後
、多重化処理して基準電圧セレクタ２９に入力し、各信号線ＳＩＧを時分割により駆動す
るようになされている。
【００６４】
　この実施例のように、赤色、緑色、青色の色データＤＲ、ＤＧ、ＤＢを対応する信号線
ＳＩＧに振り分けた後、多重化処理して各信号線ＳＩＧを時分割により駆動するようにし
ても、これに連動して基準電圧の生成に供する一部分圧抵抗を切り換えることにより、チ
ップ面積の増大、消費電力の増大を有効に回避しつつ、従来に比してホワイトバランスの
精度を向上する。
【実施例６】
【００６５】
　なお上述の実施例においては、多重化処理に係る各色データで、それぞれ基準電圧を切
り換える場合について述べたが、本発明はこれに限らず、実用上十分な精度によるホワイ
トバランスを確保することができれば、例えば多重化処理に係る３種類の色データの１種
類だけで基準電圧を切り換えるようにしてもよい。これにより多重化処理に係る複数の色
データの少なくとも１種類の色データで基準電圧を切り換えるようにして、チップ面積の
増大、消費電力の増大を有効に回避しつつ、従来に比してホワイトバランスの精度を向上
することができる。
【００６６】
　また上述の実施例においては、階調の最も低い側の抵抗Ｒ０の抵抗値の切り換えにより
中間階調のホワイトバランスを補正する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、
階調の最も高い側の抵抗Ｒ６３の抵抗値の切り換えにより中間階調のホワイトバランスを
補正してもよい。
【００６７】
　また上述の実施例においては、階調の最も低い側の抵抗Ｒ０だけ抵抗値を切り換えて中
間階調のホワイトバランスを補正する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、階
調の低い側の複数の抵抗で抵抗値を切り換えて、中間階調のホワイトバランスを補正する
ようにしてもよい。
【００６８】
　また上述の実施例においては、階調の最も低い側の抵抗Ｒ０の抵抗値の切り換えにより
、各色のガンマ値を一致させる場合について述べたが、本発明はこれに限らず、図１１に
おいて符号Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３により示すように、中間階調におけるガンマ値の設定に利用
するようにしてもよい。
【００６９】
　また上述の実施例においては、中間階調のホワイトバランスの精度を向上し、併せてバ
ックライトのばらつきを補正する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、これら
の一方だけの特性の改善に適用するようにしてもよい。
【００７０】
　さらに上述の実施例においては、ストライプ方式による表示部を駆動する場合について
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広く適用することができる。なおこの場合には、表示部におけるカラーフィルタの配列に
対応して、ライン単位の時分割多重化処理に係る色データの順序を切り換えることになる
。
【００７１】
　また上述の実施例においては、液晶表示装置によるフラットディスプレイ装置に本発明
を適用する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば有機ＥＬによるフラッ
トディスプレイ装置に本発明を適用する場合等、種々のフラットディスプレイ装置に広く
適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明は、フラットディスプレイ装置及びフラットディスプレイ装置の駆動方法に関し
、例えば液晶表示装置に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明の実施例１に係る液晶表示装置の基準電圧発生回路を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の実施例１に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図３】図１の基準電圧発生回路の動作の説明に供するタイムチャートである。
【図４】図１の基準電圧発生回路による中間階調の補正の説明に供する特性曲線図である
。
【図５】図１の基準電圧発生回路によるバックライトのばらつき補正の説明に供する特性
曲線図である。
【図６】図５の特性による補正範囲を示す特性曲線図である。
【図７】本発明の実施例２に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図８】本発明の実施例３に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図９】本発明の実施例４に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図１０】本発明の実施例５に係る液晶表示装置に適用される水平駆動回路を示すブロッ
ク図である。
【図１１】本発明の他の実施例の説明に供する特性曲線図である。
【図１２】従来の液晶表示装置を示すブロック図である。
【図１３】透過率と印加電圧との関係を示す特性曲線図である。
【図１４】透過率と階調との関係を示す特性曲線図である。
【符号の説明】
【００７４】
　１、２１、４１、６１、８１……液晶表示装置、４……表示部、５、２５、６５、９５
……水平駆動回路、６……垂直駆動回路、８、２８、５８、９７Ｒ～９７Ｂ、９８Ｒ～９
８Ｂ……ラッチ回路、９、２９、５９……基準電圧セレクタ、１０、３０、６０……基準
電圧発生回路、３１、６２……駆動信号用セレクタ、３２……直列回路、Ｒ０～Ｒ６３…
…分圧抵抗
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